
(57)【要約】

　【課題】　サブアレイに設けられた整相回路のフォー

カス位置を動的に変化させることのできる超音波診断装

置を提供する。

　【解決手段】　振動子１iは、２次元に配列されサブ

アレイ２jを構成し、サブアレイは２次元に配列され配

列振動子３を構成する。サブアレイの振動子の出力は、

整相回路４jと整相回路５jに供給される。整相回路の出

力は結合回路６jで結合される。前記したすべての振動

子、サブアレイ、整相回路、結合回路はプローブハンド

ル７内に収納されている。結合回路からの出力はプロー

ブケーブル８を介して本体９の遅延加算回路１０に供給

される。また、整相回路は制御回路１１により制御され

る。遅延加算回路の出力は信号処理部１２で処理され、

表示部２１に表示される。

【選択図】　図１

JP 2006-102391 A 2006.4.20



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 プ ロ ー ブ ハ ン ド ル と 本 体 を 有 す る 超 音 波 診 断 装 置 で あ っ て 、 少 な く と も ２ 次 元 に 配 列 さ
れ た 振 動 子 が 複 数 の サ ブ ア レ イ に 分 割 さ れ 、 前 記 各 サ ブ ア レ イ に つ い て 、 そ れ ぞ れ 複 数 の
整 相 回 路 が 前 記 プ ロ ー ブ ハ ン ド ル 内 に 設 け ら れ 、 前 記 複 数 の 整 相 回 路 の 受 信 信 号 出 力 が 前
記 サ ブ ア レ イ ご と に 前 記 プ ロ ー ブ ハ ン ド ル 内 で 結 合 さ れ 、 結 合 さ れ た 整 相 回 路 の 受 信 信 号
出 力 が 前 記 各 サ ブ ア レ イ ご と に 生 成 さ れ て 前 記 本 体 に お い て 遅 延 加 算 さ れ る 超 音 波 診 断 装
置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 サ ブ ア レ イ の 複 数 の 整 相 回 路 の 受 信 信 号 出 力 が ス イ ッ チ に よ り 相 互 に 結 合 さ れ 、 前
記 複 数 の 整 相 回 路 の う ち の 整 相 動 作 を 行 っ て い る 整 相 回 路 の 受 信 信 号 出 力 が 前 記 ス イ ッ チ
に よ り 選 択 さ れ 、 整 相 動 作 を 行 っ て い な い 整 相 回 路 に お い て は 整 相 デ ー タ の 書 き 換 え が 行
わ れ る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 サ ブ ア レ イ 内 の 各 振 動 子 の 出 力 信 号 を 遅 延 さ せ る ア ナ ロ グ 遅 延 回 路 が 設 け ら れ 、 整
相 動 作 を 行 っ て い な い 整 相 回 路 に お い て 前 記 ア ナ ロ グ 遅 延 回 路 の 動 作 を 停 止 さ せ る よ う 構
成 さ れ た 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 サ ブ ア レ イ の 複 数 の 整 相 回 路 の 受 信 信 号 出 力 が 変 調 さ れ た 後 結 合 さ れ 、 前 記 本 体 に
お い て 復 調 さ れ た 後 、 遅 延 加 算 さ れ る よ う 構 成 さ れ た 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は ２ 次 元 ア レ イ を 有 し 、 被 検 体 を ３ 次 元 的 に 走 査 す る 超 音 波 診 断 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 幾 つ か の 送 信 サ ブ ア レ イ ３ １ 1 、 ３ １ 2 、
・ ・ ３ １ M に 割 り 付 け ら れ て い る 多 数 の ト ラ ン ス デ ュ ー サ 素 子 を 含 む 送 信 ア レ イ ３ ０ A と 、
幾 つ か の 送 信 ビ ー ム フ ォ ー マ チ ャ ン ネ ル ４ １ 1 、 ４ １ 2 、 ・ ・ ４ １ M を 含 む 送 信 ビ ー ム フ ォ
ー マ ４ ０ と 、 被 検 体 部 位 に 放 射 さ れ る 音 響 ビ ー ム を 生 成 す る よ う に 構 成 及 び 配 列 さ れ て い
る グ ル ー プ 内 送 信 プ ロ セ ッ サ ３ ８ 1 、 ３ ８ 2 、 ・ ・ ３ ８ M と 、 幾 つ か の 受 信 サ ブ ア レ イ ４ ２ 1

、 ４ ２ 2 、 ・ ・ ４ ２ N に 割 り 付 け ら れ て い る 多 数 の ト ラ ン ス デ ュ ー サ 素 子 を 含 む 受 信 ア レ イ
３ ０ B と 、 幾 つ か の 受 信 サ ブ ア レ イ ４ ２ 1 - N に 接 続 す る 幾 つ か の グ ル ー プ 内 受 信 プ ロ セ ッ サ
４ ４ 1 、 ４ ４ 2 、 ・ ・ ４ ４ N と 、 こ の グ ル ー プ 内 受 信 プ ロ セ ッ サ ４ ４ 1 - N の 各 々 が 接 続 す る サ
ブ ア レ イ の ト ラ ン ス デ ュ ー サ 素 子 か ら 、 音 響 ビ ー ム か ら の エ コ ー に 呼 応 し て ト ラ ン ス デ ュ
ー サ 信 号 を 受 信 す る よ う に 配 列 さ れ 、 グ ル ー プ 内 受 信 プ ロ セ ッ サ ４ ４ 1 - N の 各 々 が 、 受 信
し た ト ラ ン ス デ ュ ー サ 信 号 を 遅 延 さ せ る よ う に 配 列 さ れ て い る 遅 延 素 子 を 形 成 す る 電 荷 結
合 素 子 と 、 遅 延 さ れ た ト ラ ン ス デ ュ ー サ 信 号 を 受 信 し て 、 遅 延 さ れ た ト ラ ン ス デ ュ ー サ 信
号 を 加 算 す る 加 算 素 子 を 含 み 、 受 信 ビ ー ム フ ォ ー マ ４ ６ と 、 こ の 受 信 ビ ー ム フ ォ ー マ ４ ６
が 、 幾 つ か の グ ル ー プ 内 受 信 プ ロ セ ッ サ ４ ４ 1 - N に 接 続 さ れ て い る 幾 つ か の 処 理 チ ャ ン ネ
ル ４ ８ 1 、 ４ ８ 2 、 ・ ・ ４ ８ N と 、 こ の 処 理 チ ャ ン ネ ル ４ ８ 1 - N の 各 々 が グ ル ー プ 内 受 信 プ ロ
セ ッ サ ４ ４ 1 - N か ら 受 信 し た 受 信 信 号 に よ っ て エ コ ー か ら 受 信 ビ ー ム を 合 成 す る ビ ー ム フ
ォ ー マ 遅 延 機 構 を 含 み 、 処 理 チ ャ ン ネ ル ４ ８ 1 - N か ら 信 号 を 受 信 し て 加 算 す る ビ ー ム フ ォ
ー マ 加 算 機 構 ５ ０ と を 含 み 、 そ し て 受 信 ビ ー ム フ ォ ー マ ４ ６ か ら 受 信 し た 信 号 を 基 に し て
被 検 体 部 位 の 画 像 を 形 成 す る 画 像 生 成 器 ５ ８ で 構 成 さ れ て い る （ 例 え ば 下 記 の 特 許 文 献 １
参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ ３ ０ ８ ７ 号 公 報 （ 第 １ １ 頁 、 第 ３ 図 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
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　 し か し な が ら 、 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て は 、 受 信 の フ ォ ー カ ス 距 離 を 動 的 に 変 化
さ せ る ダ イ ナ ミ ッ ク フ ォ ー カ ス を 行 お う と す る と グ ル ー プ 内 受 信 プ ロ セ ッ サ の 電 荷 結 合 素
子 の ク ロ ッ ク 周 波 数 を 変 化 さ せ な け れ ば な ら ず 、 そ の た め ノ イ ズ が 発 生 す る と い う 問 題 が
あ っ た 。 ま た 、 同 時 に 複 数 の 方 向 に 受 信 の 指 向 性 を 持 た せ る に は グ ル ー プ 内 受 信 プ ロ セ ッ
サ ４ ４ 1 ～ N と 処 理 チ ャ ン ネ ル ４ ８ 1 ～ N 、 及 び そ れ ら を 結 ぶ 信 号 線 の 数 を 増 や さ な け れ ば な
ら な い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 従 来 の 問 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 ノ イ ズ の 少 な い ダ イ ナ ミ
ッ ク フ ォ ー カ ス を 可 能 に し 、 あ る い は 信 号 線 の 数 を 増 や さ ず に 複 数 の 方 向 に 受 信 の 指 向 性
を 持 た せ る こ と の で き る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 プ ロ ー ブ ハ ン ド ル と 本 体 を 有 し 、 少 な く と も ２ 次 元 に 配 列
さ れ た 振 動 子 が 複 数 の サ ブ ア レ イ に 分 割 さ れ 、 各 サ ブ ア レ イ に つ い て 、 そ れ ぞ れ 複 数 の 整
相 回 路 が プ ロ ー ブ ハ ン ド ル 内 に 設 け ら れ 、 複 数 の 整 相 回 路 の 受 信 信 号 出 力 が サ ブ ア レ イ ご
と に プ ロ ー ブ ハ ン ド ル 内 で 結 合 さ れ 、 結 合 さ れ た 整 相 回 路 の 受 信 信 号 出 力 が 各 サ ブ ア レ イ
ご と に 生 成 さ れ て 本 体 に お い て 遅 延 加 算 さ れ る よ う に し た 構 成 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 ノ イ ズ の 少 な い ダ イ ナ ミ ッ ク フ ォ ー カ ス を 可 能 に し 、 あ る い は 信 号 線
の 数 を 増 や さ ず に 複 数 の 方 向 に 受 信 の 指 向 性 を 持 た せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 サ ブ ア レ イ の 複 数 の 整 相 回 路 の 受 信 信 号 出 力 が ス イ
ッ チ に よ り 相 互 に 結 合 さ れ 、 複 数 の 整 相 回 路 の う ち の 整 相 動 作 を 行 っ て い る 整 相 回 路 の 受
信 信 号 出 力 が 前 記 ス イ ッ チ に よ り 選 択 さ れ 、 整 相 動 作 を 行 っ て い な い 整 相 回 路 に お い て は
整 相 デ ー タ の 書 き 換 え が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 ノ イ ズ の 少 な い ダ イ ナ ミ ッ ク フ ォ ー カ ス が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 サ ブ ア レ イ 内 の 各 振 動 子 の 出 力 信 号 を 遅 延 さ せ る
ア ナ ロ グ 遅 延 回 路 が 設 け ら れ 、 整 相 動 作 を 行 っ て い な い 整 相 回 路 に お い て 前 記 ア ナ ロ グ 遅
延 回 路 の 動 作 を 停 止 さ せ る 構 成 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 複 数 の 整 相 回 路 の 出 力 を 直 接 結 合 す る こ と を 可 能 に し 、 ま た 整 相 回 路
に お け る 消 費 電 力 が 減 少 す る こ と と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 サ ブ ア レ イ の 複 数 の 整 相 回 路 の 受 信 信 号 出 力 が 変
調 さ れ た 後 結 合 さ れ 、 本 体 に お い て 復 調 さ れ た 後 遅 延 加 算 さ れ る 構 成 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 信 号 線 の 数 を 増 や さ ず に 複 数 の 方 向 に 受 信 の 指 向 性 を 持 た せ る こ と が
で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は 、 少 な く と も ２ 次 元 に 配 列 さ れ た 振 動 子 が 複 数 の サ ブ ア レ イ に 分 割 さ れ 、 各 サ
ブ ア レ イ に は そ れ ぞ れ 複 数 の 整 相 回 路 が プ ロ ー ブ ハ ン ド ル 内 に 設 け ら れ 、 複 数 の 整 相 回 路
の 受 信 信 号 出 力 が サ ブ ア レ イ ご と に プ ロ ー ブ ハ ン ド ル 内 で 結 合 さ れ 、 結 合 さ れ た 整 相 回 路
の 受 信 信 号 出 力 が 遅 延 加 算 さ れ る よ う に し た こ と に よ り 、 ノ イ ズ の 少 な い ダ イ ナ ミ ッ ク フ
ォ ー カ ス を 可 能 に し 、 あ る い は 信 号 線 の 数 を 増 や さ ず に 複 数 の 方 向 に 受 信 の 指 向 性 を 持 た
せ る こ と が で き る と い う 効 果 を 有 す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 超 音 波 診 断 装 置 に つ い て 、 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ＜ 第 １ の 実 施 の 形 態 ＞
　 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 超 音 波 診 断 装 置 の 受 信 部 の 要 部 ブ ロ ッ ク 図 を 図 １ に 示 す 。
図 １ に お い て 、 振 動 子 １ i は 、 ２ 次 元 に 配 列 さ れ サ ブ ア レ イ ２ j を 構 成 し 、 サ ブ ア レ イ ２ j

は ２ 次 元 に 配 列 さ れ 配 列 振 動 子 ３ を 構 成 す る 。 サ ブ ア レ イ ２ j の 振 動 子 １ i の 出 力 は 、 整 相
回 路 ４ j と 整 相 回 路 ５ j に 供 給 さ れ る 。 整 相 回 路 ４ j 、 ５ j の 出 力 は 結 合 回 路 ６ j で 結 合 さ れ
る 。 図 １ に お い て は 便 宜 上 す べ て の 振 動 子 、 サ ブ ア レ イ 、 整 相 回 路 、 結 合 回 路 の う ち 、 i
、 j番 目 の も の だ け に 符 号 が つ け ら れ て い る 。 前 記 し た す べ て の 振 動 子 、 サ ブ ア レ イ 、 整
相 回 路 、 結 合 回 路 は プ ロ ー ブ ハ ン ド ル ７ 内 に 収 納 さ れ て い る 。 結 合 回 路 ６ j か ら の 出 力 は
プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル ８ を 介 し て 本 体 ９ の 遅 延 加 算 回 路 １ ０ に 供 給 さ れ る 。 ま た 、 整 相 回 路 ４

j 、 ５ j は 、 制 御 回 路 １ １ に よ り 制 御 さ れ る 。 遅 延 加 算 回 路 １ ０ の 出 力 は 信 号 処 理 部 １ ２ で
処 理 さ れ 、 表 示 部 ２ １ に 画 面 が 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ は 整 相 回 路 ４ j 、 ５ j 及 び そ の 周 辺 の よ り 詳 細 な ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 ま ず 、 １ つ の サ
ブ ア レ イ の 振 動 子 よ り の 信 号 は 遅 延 回 路 １ ３ k に 供 給 さ れ る 。 図 ２ に お い て 便 宜 上 す べ て
の 遅 延 回 路 １ ３ X （ Ｘ は 個 々 の 遅 延 回 路 を 特 定 す る 文 字 ： 以 下 す べ て の 遅 延 回 路 を 符 号 １
３ で 示 す ） の う ち 、 ｋ 番 目 の も の だ け に 符 号 が つ け ら れ て い る 。 遅 延 回 路 １ ３ X の フ ォ ー
カ ス デ ー タ は レ ジ ス タ １ ４ j よ り 供 給 さ れ る 。 遅 延 回 路 １ ３ X は 制 御 回 路 １ １ か ら 送 ら れ る
ク ロ ッ ク に よ り 動 作 す る が そ の ク ロ ッ ク は ス イ ッ チ １ ５ j に よ り オ ン 、 オ フ が 制 御 さ れ る
。 ク ロ ッ ク 、 ス イ ッ チ １ ５ j の 切 り 替 え 信 号 、 レ ジ ス タ １ ４ j の フ ォ ー カ ス デ ー タ は 制 御 回
路 １ １ よ り 供 給 さ れ る 。 遅 延 回 路 １ ３ X の 出 力 は 加 算 点 １ ６ j に お い て 加 算 さ れ る 。 整 相 回
路 ４ j 、 ５ j の 出 力 は 、 結 合 回 路 ６ j に お い て 加 算 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 超 音 波 診 断 装 置 に つ い て 、 図 ２ を 用 い て そ の 動 作 を 説 明 す る 。
ま ず 、 図 １ に 示 す 配 列 振 動 子 ３ か ら は 特 定 の 方 向 に 超 音 波 が 送 出 さ れ 、 送 出 さ れ た 方 向 に
受 信 の 指 向 性 が 形 成 さ れ る よ う に 、 受 信 開 始 に 先 立 っ て レ ジ ス タ １ ４ に は フ ォ ー カ ス デ ー
タ が 記 憶 さ れ 、 各 遅 延 回 路 １ ３ X に は フ ォ ー カ ス デ ー タ が 供 給 さ れ る 。 次 に 整 相 回 路 ４ j 、
５ j の ス イ ッ チ １ ５ の う ち 整 相 回 路 ４ j の ス イ ッ チ １ ５ j が オ ン と な り 遅 延 回 路 １ ３ X は 動 作
を 開 始 し 、 整 相 回 路 ５ j の ス イ ッ チ は オ フ と な り 遅 延 回 路 １ ３ X は 動 作 を 停 止 し て い る 。 整
相 回 路 ４ j は 最 も 近 距 離 Lに 受 信 信 号 が 整 相 す る よ う に フ ォ ー カ ス デ ー タ が レ ジ ス タ １ ４ j

に 記 憶 さ れ て い る 。 次 に 、 整 相 回 路 ４ j の ス イ ッ チ １ ５ j が オ フ と な り 遅 延 回 路 １ ３ X は 動
作 を 停 止 し 、 整 相 回 路 ５ j の ス イ ッ チ は オ ン と な り 整 相 回 路 ５ j の 遅 延 回 路 １ ３ X は 動 作 を
開 始 す る 。 整 相 回 路 ５ j は 距 離 L＋ Δ Lに 受 信 信 号 が 整 相 す る よ う に フ ォ ー カ ス デ ー タ が レ
ジ ス タ に 記 憶 さ れ て い る 。 整 相 回 路 ５ j の ス イ ッ チ が オ ン で あ る 期 間 に 整 相 回 路 ４ j の レ ジ
ス タ １ ４ j に は 距 離 L＋ ２ Δ Lに 受 信 信 号 が 整 相 す る よ う に フ ォ ー カ ス デ ー タ が 記 憶 さ れ る
。 こ の よ う に し て 交 互 に 受 信 信 号 の 整 相 と フ ォ ー カ ス デ ー タ の レ ジ ス タ へ の 記 憶 が 行 わ れ
、 整 相 回 路 は 近 距 離 か ら 遠 距 離 ま で 受 信 信 号 を 整 相 す る こ と が で き る 。 上 記 の よ う に 動 作
し て い る 遅 延 回 路 １ ３ X の ク ロ ッ ク 周 波 数 及 び フ ォ ー カ ス デ ー タ は 変 化 し て い な い の で 受
信 信 号 に ノ イ ズ が 発 生 す る こ と は な い 。 以 上 の よ う な 整 相 回 路 ４ j 、 ５ j の 出 力 は 結 合 回 路
６ j に お い て 加 算 さ れ 、 遅 延 加 算 回 路 １ ０ に お い て 他 の サ ブ ア レ イ か ら の 受 信 信 号 と 遅 延
加 算 さ れ る 。 こ の よ う な 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 超 音 波 診 断 装 置 に よ れ ば 、 １ つ の サ
ブ ア レ イ か ら の 受 信 信 号 を 複 数 の 整 相 回 路 ４ j 、 ５ j に 供 給 し 、 整 相 回 路 ４ j 、 ５ j ・ の う ち
の 一 方 に お い て 整 相 動 作 を 行 い 、 他 方 に お い て フ ォ ー カ ス デ ー タ の 記 憶 を 行 い 、 整 相 回 路
４ j 、 ５ j の 出 力 を 結 合 す る こ と に よ り 、 整 相 回 路 は 近 距 離 か ら 遠 距 離 ま で 受 信 信 号 を フ ォ
ー カ ス 位 置 を 動 的 に 変 化 さ せ て 整 相 す る こ と が で き る 。 な お 、 以 上 の 説 明 で 結 合 回 路 は 加
算 を 行 っ て い た が 、 動 作 し て い る 整 相 回 路 の 出 力 を 選 択 す る ス イ ッ チ で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ＜ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ＞
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 超 音 波 診 断 装 置 の 受 信 部 の 要 部 ブ ロ ッ ク を 図 ３ に 示
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す 。 な お 、 図 ３ に お い て 、 第 １ の 実 施 の 形 態 で 参 照 し た 図 １ 、 ２ と 同 じ 構 成 及 び 機 能 を 有
す る 部 分 に つ い て は 同 一 の 符 号 又 は 記 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ３ に お い て 、 変 調 器 １ ７ j は 、 整 相 回 路 ４ j の 出 力 を 変 調 す る 。 フ ィ ル タ ー １ ８ j は 結
合 回 路 ６ j の 出 力 に 接 続 さ れ 、 フ ィ ル タ ー １ ８ j の 一 方 の 出 力 は 第 １ 遅 延 加 算 回 路 １ ０ Ａ に
供 給 さ れ 、 フ ィ ル タ ー １ ８ j の 他 方 の 出 力 は 復 調 器 １ ９ j を 介 し て 第 ２ 遅 延 加 算 回 路 ２ ０ に
供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 超 音 波 診 断 装 置 に つ い て 、 図 ３ を 用 い て そ の 動 作 を 説 明 す る 。
ま ず 、 整 相 回 路 ４ j 、 ５ j に は 受 信 の 指 向 性 が 異 な る フ ォ ー カ ス デ ー タ が 制 御 回 路 １ １ よ り
供 給 さ れ る 。 整 相 回 路 ４ j の 出 力 は 中 心 周 波 数 ｆ ０ を 有 す る 。 変 調 器 １ ７ j に お い て 整 相 回
路 ４ j の 出 力 に は 周 波 数 ｆ １ の 信 号 が 混 合 さ れ 、 周 波 数 ｆ ０ ＋ ｆ １ の 成 分 が 出 力 さ れ る 。
結 合 回 路 ６ j に お い て 、 整 相 回 路 ５ j の 出 力 は 変 調 器 １ ７ j の 出 力 と 加 算 さ れ る が 、 整 相 回
路 ５ j の 出 力 の 周 波 数 ｆ ０ と 、 変 調 器 １ ７ j の 出 力 の 周 波 数 ｆ ０ ＋ ｆ １ は 十 分 に 離 れ て お り
お 互 い の 信 号 に 影 響 を 与 え る こ と は な い 。 結 合 回 路 ６ j の 出 力 は フ ィ ル タ ー １ ８ j に お い て
、 整 相 回 路 ５ j の 出 力 に 相 当 す る 周 波 数 ｆ ０ の 成 分 と 変 調 器 １ ７ j の 出 力 に 相 当 す る 周 波 数
ｆ ０ ＋ ｆ １ の 成 分 に 分 離 さ れ る 。 周 波 数 ｆ ０ の 成 分 は 第 １ 遅 延 加 算 回 路 １ ０ Ａ に 供 給 さ れ
る 。 周 波 数 ｆ ０ ＋ ｆ １ の 成 分 は 復 調 器 １ ９ j に お い て 周 波 数 ｆ ０ が 混 合 さ れ 、 整 相 回 路 ４ j

の 出 力 に 相 当 す る 周 波 数 ｆ ０ の 成 分 が 出 力 さ れ る 。 復 調 器 １ ９ j の 出 力 は 第 ２ 遅 延 加 算 回
路 ２ ０ に 供 給 さ れ る 。 こ れ に よ り 受 信 の 方 向 の 異 な る 指 向 性 を 有 す る 複 数 の 整 相 回 路 ４ j

、 ５ j の 出 力 を 結 合 し て １ つ の 信 号 線 に 供 給 で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 上 の よ う に 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 超 音 波 診 断 装 置 に よ れ ば 、 プ ロ ー ブ ハ ン ド ル
内 に 複 数 の 整 相 回 路 と 変 調 器 を 設 け る こ と に よ り 、 複 数 の 受 信 指 向 性 に 対 応 す る 複 数 の 受
信 信 号 を １ 本 の 信 号 線 で 本 体 に 供 給 す る こ と が 可 能 に な り 、 プ ロ ー ブ ハ ン ド ル と 本 体 を 結
合 す る 信 号 線 の 数 を 削 減 す る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に か か る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 整 相 回 路 が 近 距 離 か ら 遠 距 離 ま で 受
信 信 号 を フ ォ ー カ ス 位 置 を 動 的 に 変 化 さ せ て 整 相 す る こ と が で き る と い う 効 果 を 有 し 、 ２
次 元 ア レ イ を 有 し 、 被 検 体 を ３ 次 元 的 に 走 査 す る 超 音 波 診 断 装 置 な ど と し て 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 超 音 波 診 断 装 置 の 受 信 部 の 要 部 ブ ロ ッ ク 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 整 相 回 路 及 び そ の 周 辺 の よ り 詳 細 な ブ ロ ッ ク
図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 超 音 波 診 断 装 置 の 受 信 部 の 要 部 ブ ロ ッ ク 図
【 図 ４ 】 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 の ブ ロ ッ ク 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 １ 　 振 動 子
　 ２ 　 サ ブ ア レ イ
　 ３ 　 ２ 次 元 ア レ イ （ 配 列 振 動 子 ）
　 ４ 　 整 相 回 路
　 ５ 　 整 相 回 路
　 ６ 　 結 合 回 路
　 ７ 　 プ ロ ー ブ ハ ン ド ル
　 ８ 　 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル
　 ９ 　 本 体
　 １ ０ 、 １ ０ Ａ 、 ２ ０ 　 遅 延 加 算 回 路
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　 １ １ 　 制 御 回 路
　 １ ２ 　 信 号 処 理 部
　 １ ３ 　 遅 延 回 路
　 １ ４ 　 レ ジ ス タ
　 １ ５ 　 ス イ ッ チ
　 １ ６ 　 加 算 点
　 １ ７ 　 変 調 器
　 １ ８ 　 フ ィ ル タ ー
　 １ ９ 　 復 調 器
　 ２ １ 　 表 示 部 10
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【 図 １ 】
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【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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